
 
 

『新年度にあたり』 

 
 

厚木支部長 坂本 貴司 
アンリツ株式会社 

 
 

会員の皆様、こんにちは。 
 神奈川労務安全衛生協会 厚木支部長の坂本です。 

支部長就任より、アッと言う間の１年が経過しま

した。昨年度を振り返ってみると、新型コロナウィル

ス感染症に翻弄された１年ではなかったでしょうか。

当支部の運営においても、安全および衛生大会、役員

会や部会活動の他、教育事業の中止や延期など大き

な影響がありました。このようななかで、役員会や三

役会では、これまでの開催方法から今後を見据えニ

ューノーマルになる Web を活用した開催方式を

TRY しました。慣れない事柄もありましたが、無事

開催できた事は今後の支部運営の大きな一歩になる

と思います。 
厚木労働基準監督署管内の災害発生状況に目を向

けると、発生件数としては減少した業種はあるもの

の、死傷者・死亡者ともに前年より増加しました。交

通インフラの整備、高齢者の増加、労働者や後継者不

足、職場でのクラスター発生など、我々を取巻く環境

は年々複雑に絡まりつつあります。このような状況

だからこそ、改めて安全三原則に従って基本を疎か

にしないことが大事だと考えます。 
 新年度を迎え、会員企業の皆様のもとにも期待に

胸を躍らせる新入社員が入社されたのではないでし

ょうか。自分が入社した頃と比較すると労働条件や

労働環境が当時と大きく変化していると感じていま

す。 

４月１日より改正高年齢雇用安定法が施行されま

した。これまでの６５歳以上までの雇用確保（義務）

に加え７０歳までの就業確保措置の実施が『努力義

務』となりました。人材確保の面では有効なのですが、

社員の安全確保、健康保持増進策について更に充実

した対応を進めていく必要がでてきています。 
また、パートタイム・有期雇用労働法が中小企業に

も適用され、同一企業内において、正社員と非正規社

員の間で基本給や賞与などの個々の待遇ごとに不合

理な待遇差が禁止されます。一方で、コロナ禍を背景

とした在宅勤務はもとより、働き方そのものの多様

化が加速してきています。ワークライフバランス向

上の視点を含め、労働条件の整備についても一段の

取り組みが求められてきています。 
現在も、新型コロナウィルス感染拡大防止と支部

行事に参加される皆様の安全と健康確保を第一に支

部の運営を進めております。会員事業場の皆様にお

かれましては、現下の状況をご賢察いただき、支部運

営への引き続きのご理解とご協力をお願い申し上げ

ます。 
最後に新たに着任された吉田署長様、はじめ厚木

労働基準監督署の皆様の相変わらぬご指導・ご鞭撻

と会員各位の一層のご理解とご協力をお願い申し上

げまして、新年度にあたってのご挨拶とさせていた

だきます。
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『着任のご挨拶』 

 

厚木労働基準監督署 

署 長 吉田 光幸 

 

日頃から、神奈川労務安全衛生協会厚木支部会員事業

場の皆様方におかれましては、厚木労働基準監督署（以

下「厚木署」という。）の労働行政の推進にご理解ご協力

を賜り、厚く御礼申し上げます。 

本年４月１日付けで、厚木署署長に着任いたしました

吉田です。私は、平成２１年４月からの２年間、主任監

督官として本厚木駅南口側にあった旧庁舎に勤務してい

ました。平成２３年（２０１１年）３月１１日の東日本

大震災当日も厚木署に勤務していました。 

私は辻堂駅が最寄り駅で、当時も現在も通勤ルートに

は、茅ヶ崎駅から厚木駅までの JR 相模線が含まれてい

ます。相模線は東電からの電力供給のため（他の JR 線

は、JR の自社発電所から供給）、震災後の計画停電の影

響を受け、約２週間運休が続きました。その間、本厚木

までの通勤は、平塚駅からの満員となったバス乗車や藤

沢駅から相模大野駅乗り換えによる小田急線利用となり

ました。また、計画停電により、厚木署の開庁時間中に

２回、３時間程停電中の業務となりました。庁舎は変わ

っても再び勤務すると震災に限らず、当時のことがいろ

いろ思い出されます。県央地区で働く機会が再び得られ

たことを嬉しく思います。前回同様、よろしくお願いい

たします。 

ところで、新年度になりましても、新型コロナ感染症

が猛威を振るい、変異株については感染力が強く、重症

化のスピードも速いと報道されています。会員事業場の

皆様におかれましても、昨年に続き、クラスター対策等

コロナ感染症防止対策は、事業活動を進めていく上で、

労務管理上最優先の課題となっています。 

コロナ禍を契機に、本格的に「テレワーク（リモート

ワーク）」を導入・実施された事業場もあると思います。

テレワークにつきましては、事業場側からは「労働時間

の管理が難しい」、労働者側からは「仕事と仕事以外の切

り分けが難しい」、「長時間になりやすい」等の意見が出

ています。厚生労働省ではテレワークの労務管理が適切

にできるよう、「テレワークにおける適切な労務管理ガイ

ドライン」を作成しています。厚生労働省のホームペー

ジからダウンロードして、本ガイドラインをご活用いた

だければと思います。 

働き方改革に関しましては、コロナ禍ではありますが、

予定通り進められています。「時間外労働の上限規制」は、

昨年４月１日から企業の規模に拘わらず適用されていま

す。「同一労働同一賃金制度」については、本年４月から

中小企業においても、適用されています。同一労働同一

賃金とは、同一企業内で同じ仕事についている限り、正

規社員であるか、非正規社員であるかを問わず、同一の

賃金を支給するもので、不合理な待遇さを解消すること

を目的としています。同じ仕事でも、正規社員と非正規

社員の賃金が異なる場合は、両者の責任の程度が異なる

等、職責に違いがあることが必要です。さらに、注意す

べき点は、言葉上は同一賃金となっていますが、賃金に

限らず福利厚生面での待遇や教育訓練の機会も同一にす

る必要があり、違いや理由について労働者から説明を求

められた場合は企業側で説明しなければなりません。 

新型コロナウイルスは蔓延し、厳しい状況が続いてい

ますが、会員事業場の皆様方と共にこの状況を何とか乗

り越え、いままでの日常をいち早く取り戻したいと思っ

ています。 

「 Don’t lose to Corona until we regain our daily 

life so far. 」 

皆様方には、今後とも変わらぬご支援・ご協力をお願

い申し上げますとともに、貴事業場の益々のご発展と皆

様のご健勝を祈念し、着任のご挨拶とさせていただきま

す。
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新会員のご紹介 

当支部には様々な業種の事業所が加入されており、それぞれ特色ある企業活動をされています。 

令和２年度は１事業所に入会いただきました。 

   

◇鶴盛工業株式会社（綾瀬市） 

  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

支部からのお知らせ 

 

「令和３年度定期総会について」 

令和３年度（公社）神奈川労務安全衛生協会厚木支部定期総会が４月２３日（金）アンリツ株式会社に

て開催されました。 

昨年に引き続き今回も新型コロナウイルス感染防止のため最低限の人員にて開催しました。総会成立に

関して「総会員４２７事業場のうち６名出席、３４８事業場の委任状が提出されましたので、厚木支部規約

第２０条に則り本総会は成立しています」。 

議事の進行役は支部規約に基づき坂本支部長が議長に選任され、挨拶をされた後に議事が進行されまし

た。第１号議案「令和２年度事業報告」、第２号議案「令和２年度収支決算報告」を金丸事務局長より、第

３号議案「令和２年度会計監査報告」を島田会計監査から報告され、第４号議案「令和３年度事業計画

（案）」、第５号議案「令和３年度予算（案）」、第６号議案「役員選任（案）」を金丸事務局長から説明があ

り、すべての議案は承認可決されました。 

 

 

「職場安全衛生功労者について」 

令和２年度の職場安全衛生功労者は２名の方が承認されました。 

別途日を改め、表彰式を執り行い表彰状と記念品の贈呈を予定しております。 

＊日産自動車株式会社 先進技術開発センター  森田 浩一 様 

＊株式会社トランスシティサービス  古川 正裕 様 

 

 

「今後の支部行事予定について」 

６月 ８日（火）全国安全週間県央地区推進大会（Ｗｅｂ配信予定） 

６月１５日（火）階層別ＫＹＴ講習会（一般層向け） 

６月１７日（木）・１８日（金）職長教育講習会 

６月２５日（金）安全衛生推進者養成講習会 

６月２９日（火）職長能力向上講習会 

７月 ８日（木）安全管理者選任時研修 

７月１６日（金）衛生推進者養成講習会 

７月２１日（水）階層別ＫＹＴ講習会（一般層向け） 

 

※講習会を受講される皆様には新型コロナウイルス感染症対策の為、検温・手指消毒のご協力をお願い 

しております。 
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